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SHシリーズ

Hさ/300Hシリーズ

H8/300シリーズ

エレクトロニクスの心臓部-シングルチップマイクロコンピュータ
プマイクロコンピュータの発展は欠かせない｡

CPU(中央演算処理ユニット)に加え,同一チッ

プ上にメモリや周辺機能を内蔵したシングルチップ

マイクロコンピュータ(以‾F,シングルチップマイコ

ンと略す｡)は,経済性,小型･軽量化,量産性が重視

されるエレクトロニクス機器の心臓部品として,ま

すます広い分野に応用されてきている｡幅広いニー

ズに対応するためには,性能,内蔵メモリ容量,内

*

日立製作所半導体事業部

H8/500シリーズ

H8/300Lシリーズ

エレクトロニクス機器の高性能化,小型･軽量化にシングルチッ

蔵周辺機能,動作電圧,パッケージなど各種のライ

ンアップを充実させることが重要である｡特に移動

通信端末に求められる低電圧高速動作,高集積化,

アドレス空間の拡大,ソフトウェアの生産性向上な

どは,今後のシングルチップマイコンに対する共通

のニーズであり,これらに対応した製品展開を積極

的に行っている｡
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市場トレンド マイコンヘのニーズ

□ はじめに

シングルチップマイクロコンピュータ(以‾卜,シングル

チップマイコンと略す｡)に対する巾場ニーズは,その応

川機器の多様さに比例し多岐にわたっている｡マクロ的

な共通ニーズとしては,岳件能,高集枯,低消雪`屯ノJ,

開ヲ芭効率のIhlL,の4点にまとめることができる｡マイ

コン応川機器の巾場傾Ifりと,これに対ん♭したマイコンへ

のニーズを図1に示す｡

移動通信機器の制御部に佐川されるマイコンの処矧勺

解を人別すると次のようになる｡

(1)過信のプロトコル処理

(2)ヒューマンインタフェースなどのアプリケーション

処理〔キー取り込み,状態表示,Ⅰ/0(入出力)処理〕

(3)周辺ICの制御

したがって,CPUに対しては高速化や異なる裡数の処

坤を効率よぐ実行するために,リアルタイムOS(Operat-

ilTg System)や高級言語との柑件の良さなどが要求され

る｡また処押呆の増大に伴い,内戚のプログラムメモリ

の大容量化,外部アドレス空間の拡大が不可欠となって

きている｡さらに,携帯機器に‾JIこ通な低電信,低消費電

ノJを実現する制御が望まれている｡

Il立製作所では,これらのニーズに合ったシングルチ

ップマイコンの製占占群を開発,製占デ,化してラインアッ

プの允尖を凶っている｡製品群としては,4ビットの

IIMCS40()シリーズ,8ビットのH8/30()L,H8/300,16

ビットのH8/300Ii,H8/500シリーズがある｡また新シ

リーズとして,32ビットのr‾l立製作所オリジナルRISC

(ReducedInstructionSetComputer),SHマイコンを

新たに加えた｡SHマイコンは32ビットRISCでありなが

ら,シングルチップマイコンの製品概念を組み込んだ新

l【し代のRISCマイコンであり,性能/コスト比,性能/消雪

H8/300

●高速8ビットCP〕

●アドレス空間64kバイトのコスト

パフォーマンス追求の汎(はん)用品

展開
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●大量情報を高速に処理

(機器の高機能･多機能化)

Ll

●CPUのより高性能化

●使い勝手の向上 ●メモリ,周辺機能のより
(ヒューマンインタフェースの

改良)

高集積化

●携帯可能,動作時間の延長

(小型,軽量,電池動作)
●低電圧･低消費電力動作

l

●新Lいモデルをいち早〈市場へ
●高級言語,リアルタイム
OSのサポート

注:略語説明 マイコン(マイクロコンピュータ)

図l市場トレンドとマイコンヘのニーズ +Slに対するニ

ーズに加え,マイコンシステムを開発するときの開発ツールに対す
るニーズが強くなっている｡

電力比が従来に比べて一けた以___卜高いものである｡

ここでは,H8シリーズを中心としたR屯製作所のシン

グルチップマイコンの製品系列,および電池駆動対応に

ついて述べる｡

凶 シングルチップマイコンの系列

ここではFト屯製作所のオリジナルアーキテクチャの8

ビット,16ビットおよび32ビットのシングルチップマイ

コンについて述べる｡

2.18ビット,16ビットH8シリーズ

H8シリーズには大別してH8/300とH8/50()のシリー

ズがある｡H8/300シリーズは,限られたコストの中で性

能向卜を凶ることをr_1指した製ぷ.であり,広範岡なニー

ズにきめ細かく対応するため,ⅠⅠ8/300のIl‾■でのいっそう

のシリーズ展開,崇高な製品展開を行っている｡H8/30()

H8/300+

●H8/300と完全命令互換CP]

●低電圧･低消費電力対応の追求

●民生用途向けASSP展開

H8/300H

●H8/300と命令上位互換の16ビット
CPU

●16Mバイトのりニアアドレス空間

●OA･情報･産業用途向けASSP
展開

注:略語説明 ASSP(App】icationSpecificSta=dardProducts)

図2 H8/300各シリーズの特長 命令コードの互換性を持ちながら,用途に応じて最適な製品を選択することができる｡
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の各シリーズの特長を図2に,各シリーズ中の製品展開

を図3,4,5にそれぞれ示す｡

一方H8/500シリーズは,機能,性能重視の製品であ

り,大容量メモリ内蔵,強力かつ特長のある周辺機能内

蔵を中心に製品展開を行っている｡H8/500シリーズの

製品展開を図6に示す｡

H8/300Hシリーズ

高性能･高機能
指向シリース

H8/300シリーズ
H8/300シリース
製品展開

低消費電力
指向シリース

ZTAT⑧版

注‥[≡∃ニスク版
｢…叩‾1開発中

ROM容量

RAM容量

80ピンA-D変換器内蔵
タイマ強化

80ピン

キーボード制御用

80ピンA-D変換器,
D-A変換器内蔵

64ピンA-D変換器内蔵

64ピン標準

H8/300Lシリーズ

2,2 32ビットーSH7000シリーズ

マイコンの応用機器の高速化ニーズ,さらに通信機能

を取り込んだ個人用携帯情報機器,マルチメディアとい

った新成長分野では,RISCの高性能を実現しながら,マ

イクロコントローラの低価格,携帯機器応用に耐えられ

る低消雪電力を剛時に実現する新しいマイコンの登場を

8kバイト 16kバイト 24

256バイト

H8/326

H8/322

H8/336

512バイト

H8/330

H8/327

H8/323

H8/328

H8/324

32kバイト 32kバイト 48

512バイト 1kバイト

H8/350

H8/337

H8/329

H8/325

H8/338

ZTAT⑪(ZeroTurnAroundTimeの略称で,日立製作所の登毒景商標である｡)

図3 H8/300シリーズの展開 H8/300シリーズの製品展開を行うとともに,H8/300L,H8/300Hシリーズヘの展開を行った｡

H8/300L
シリーズ

製品展開

注=∈ギ三芸

ROM容量

RAM容量

80ピン,VFD

A-D変換器内蔵

80ピン,A-D変換器,

D-A変換器内蔵

64ピンVFD,

A-D変換器内蔵

64ピン標準版

100ピン+CD,

NMOS中耐圧

100ピンLCD,

A-D変換器内蔵

100ピンLCD,

開発中 DTMF,MTG内蔵

略語説明 VFD(Vacuum Fluoresc即tDisplay),

60

…両…一州…一州…両…珊小一小仰耐…両州一榊州一榊州一……一柳…一附

H8/3723

H8/3713

H8/3724

H8/3714

H8/3924

H8/3725

HB/3925

H8/3726

H8/3926 【8/3927

H8/3813 【8/3814 H8/3834

+CD(LiquidCrystalDisplay),DTMF(DuaトToneMultiFrequency),MTG(MultiToneGe【eratOr)

図4 H8/300Lシリーズの展開 民生用途向けのVFD.LCDの表示矧/0および低電力動作が大きな特長である｡
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待ち望んでいた｡日立製作所では,このようなニーズと

勤向をいち早くとらえ,これらの要求にこたえる新世代

32ビットシングルチップRISC,SH7000シリーズを開発

した｡

SH7000のCPU性能は,20MHz動作時,16MIPS

(MillionInstructionPerSecond)であり,従来のシング

ROM容量

RAM容量

112ピン標準
DMAC,什],TPC

内蔵

100ピン標準
DMAC,lTU,TPC

内蔵

512バイト

固

l‾‾‾`‾‾-‾■‾‾‾▼

‾1上些二竺聖上

H8/300H
シリーズ

製品展開

ZTAT㊤版

注:∈∃二マスク版
開発中

ルチップマイコンの約10倍の性能を達成することが可能

である｡また専用乗算器を内蔵しており,3サイクルで

乗算や積和演算を実行することができ,従来普及型の

DSP(DigitalSignalProcessor)を使わぎるを得なか

った信号処理,サーボ制御,画像処理などの応用を

SH70001チップで処理‾可能である｡

箪_吐±u
2kバイト

48kバイト 64kバイト
2kバイト 2kバイト

-------l1----1-------+--一一----

ーl了福乃もち古ト…イ1福7茄打丁l

ASSP展開 --1
計 画

｢---+-----1
r⊥--------l

-1H8/3042トト
l

略語説明 DMAC(DirectMemoryAccessContro‖er),lTU(lntegratedTimerP山seUnit),TPC(ProgrammableTimingPatternCo[trO】ler)

図5 H8/300Hシリーズの展開 16Mバイトのリニア空間を持ち,大量のデータを処王里するためのDMAC,モータ制御のためのタイマ橡能な

ど,特長のある周辺機能を内蔵している｡

H8/500
シリーズ

製品展開

注‥∈耳ご三諾
開発中

ROM容量

RAM容量

80/84ピン標準

フラッシュメモリ内蔵

64ピン標準

112ピンタイマ強化

16ビットバス標準

l-ZTATT～Ⅰ

16kバイト 32kバイト

2kバイト 512バイト 1kバイト

H8/532

箪雌
2kバイト

H8/534

坦_吐さ土上
2kバイト

堅雌
2kバイト

H8/536

計画中

H8/520

H8/570

略語説明l-ZTATl､ト1帥仙=gent-ZTAT㊤)

図6 H8/500シリーズの展開 大容量メモリの搭載,新規周辺機能の搭載をいち早く行ってきている｡
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表I SH7032,SH7034の製品仕様 ROM内蔵とROMなしの2製品を同時に開発した｡強力なR】SCCPUをコアに,豊富な周辺機能を内蔵した｡

項 目 仕 様

C P U

●日立製作所オリジナル32ビットRISCアーキテクチャ

●汎用レジスタマシン:汎用レジスタ;32ビット×16本

●命令長:全命令柑ビット固定長

●命令実行時間:基本命令はl命令ハサイクル(20MHz動作時;50ns/命令)

●アドレス空間:4Mバイト×了(SRAMタイプ)と.16Mバイト(DRAM)リニア空間(アーキテクチャ上は4Gバイト)

●16×16乗算器内蔵=柑×16乗算をl～3サイクル実行,16×16十42→42の積和を2～3サイクル実行

●パイプライン:5段パイプライン方式

パスコントローラ

●16ビット外部データバス

●8エリアに分割されたアドレス空間:バス直結可能な各デバイスタイプ(SRAM,DRAM,アドレス･データマルチプ

レクス)を指定可能

●DRAMに対する各種サポート機能

大容量内蔵メモリ
●SH7032:ROMなし/RAM8kバイト

●SH7034:ROM64kバイト/RAM4kバイト

周辺内蔵機能
DMAコントローラ×4,タイマ16ビット×5(lTU),シリアルコミュニケーションインタフェース×2,TPC(タイミング

パターンコントローラ),WDT(ウォッチドッグタイマ),A-D変換器ほか

パ ッ ケ
ー

ジ ●l12ピンプラスチックqFP

注:略語説明 qFP(Quad FlatPl∂SticPackage)

高性能RISC Cl〕Uにもかかわらず,CPUコア部分のサ

イズは6.58mm2と非常に小さく,ワンチップ_LにCPU

以外に多くの周辺機能,人容量メモリを搭載することが

できる｡これによ-),システムの部品点数低減やコスト

低減を実現できる｡

電圧 6･4 電池･ニッカドマンガン;=こなど

5V系

電池
×4本

4.8

3V系

電池

×3本

3.2

2〉系

電池

×2本

1,5

1.5〉系
電池

×1本

3.6

2.7

1.8

09

VTRカメラ

ノートPC

セルラー無線
CDラジカセ

コードレス電話

リモートコントローラ

ポータブルCD

ペーソヤ

注二略語説明ほか PC(Perso=alComputer),CD(CompactDisc)

匠≡Z】現状,[コニーズ

図7 携帯機器の電源電圧へのニーズ 機器の小型･軽量化

に伴い,電池本数の減少,電源電圧の低下が求められている｡

命令長はプログラムサイズをコンパクトにするため,

すべて16ビット長にした｡これにより,応用機器のプロ

グラムメモリ容量を減らし,コスト低減を図ることがで

きる｡

SH7000シリーズの第一弾としてSH7032,SH7034の

2製品を開発した｡その主な仕様を表1に示す｡

田 電池駆動への対応

移動通信機器などの携帯機器は電池駆動であり,そ

こに使用されるマイコンには,電池の電源電圧に対応し

た低電圧動作と電池寿命の延長を図るための低消費電力

が要求される｡携帯機器の電源電圧へのこ-ズを図7に

示す｡

日立製作所では,これらの低電源電圧に対応した低電

通常動作

/
低速動作

平均消費電力 ＼
非動作

図8 携帯機器の動作遷移 携帯機器では使用者の使用状況

に応じて動作状態が遷移するので,平均の消費電力を下げることが

重要である｡
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表2 日立製作所の低電圧マイコン(抜粋) 今後開発する製品については,5〉と3Vの両方を標準動作電圧としていく予定である｡

CPU 製品名 特 長 ピン数
ROM容量

(ワード/バイト)

電 圧(∨) 最小命令実行時間(卜S)

l.8 2.5 2.了l3.05.5 低電圧 5V

H400

H445X系 コンパレーク(最大電圧3.6V) 64 8k/16k l l

H439X系* NMOSオープンドレーン(12VX3),A-D変換器×3 Z8 lk/2k/4k 4 l

H405X系* コンパレーク 42 2k/4k l l

H484X系* LCDドライバ(32segX4com),A-D変換器×8 80 8kハ2k/16k l l

H8/300L
H8/3724系 VFDコントローラ/ドライバ,高耐圧端子 80 24k/32k/40k/48k 0.96 0.48

H8/3馴4系* LCDコントローラ/ドライバ(40segx4com) 100 16k./24k/32k 0.8 0.4

H8/300
H8/3332/4系 A-D変換器X8,キーウェイクアップ機能 80 柑k*/32k* 0.4 0.2

卜柑/338系 A-D変換器×8およびD-A変換器×2 80 24k/32k/48k 0.4 0.2

H8/300H H8/304X* 多機能タイマ,10ビットA-D変換器×8,D-A変換器×2 100 32k/48k/64k 0.25 0.13

H8/500 H8/534S*/6S* 多機能タイマ,10ビットA-D変換器×8 80 32k/62k 0.25 0.13

注:略語説明など seg(Segment),COm(Common),*(開発中)

リセット状態

｢‾-‾‾-‾‾■■‾‾--‾‾‾■■｢

;悪手≧"ト="0”
l LSON="0''

スタンバイ

モード

時計ビット
SSBY="1''

="1'て

ウオッチ

モード

卑

プログラム実行状態

SON="0‖,MSON="0''

モード

(高速)

べ

辱

低消費電力状態

｢
-
■
■
■

一

l

L______

十

十＼

句

卦

+SON="0”,MSON="1''

アクティブ

モード

(中速)

+SON="1'',時計ビット="1”

サブアクティブ

モード

庄動作マイコンの開発を積極的に行っている｡H立製作

所の低電圧マイコンの一覧表を表2に示す｡

電池寿命の延長を図るためには,機器の全動作期間に

わたる平均消費電流を下げることが必要である｡携帯機

器は電源を印加している期間中常に全機能動作している

わけではない｡待機時のような非動作状態,表示だけの

ような低速動作状態,および全機能動作時のような通常

動作状態を,使用状況に応じて遷移するので全体の平均

消費電力を‾Fげることが重要である｡この動作遷移を前

ページの図8にホす｡このため,各動作状態に応じて消

雪電力を下げられる動作モードを,マイコンLSIが提供

することが必要である｡H8/300Lシリーズは,低消雪電
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Sleep命令

SSBY="0'',+SON="0”

スリープ

モード

SSBY="0”

時計ビット=``1',
LSON="1''

サブスリープ

モード

図9 H8/3834のモード遷
移 LSlがすべて最高速度

で動作する以外に,一部の動

作を停止する,動作速度を下

げる,全部動作を停止する,と

いった種々のモードを備える｡

力応JFJに適した各種ローパワーモードを備えており,き

め細かい低消雪電力設計を可能にしている｡H8/3834の

動作モードの種類と遷移の様子を図9にホす｡

巴 おわりに

以⊥,マイコンの市場ニーズ,移垂わ通信機器のニーズ,

およびそれらに対応するLj立製作所のマイコンの製品系

列,ならびに電池駆動への対応について述べた｡/卜後,

LSI製品の品ぞろえに加え,ユーザーのよりいっそうの

開ヲ邑効率の向上を目指して,C言語を中心としたマイコ

ン開発ツールも充実していく子宝である｡




